


図 1 吹矢の東北大会の風景．右側に立っている選手達
は，右側の的(客席の下に一列に並んでいる)をめ
がけて，左側の選手は左側の的(写っていない)を
めがけて吹いている．的までの距離は，段位によ
って，8 m と 10 m に分かれている．

図 2 北海道の“ぶらぶら旅”で立ち寄った十勝岳望岳
台で愛車と共に．バックの十勝岳と美瑛岳を巡る
登山を終えて．

 　 　 　 　 　 　先達からのお便り

趣味に生きる

東北大学名誉教授 平 賀 > 二

2003 年，東北大学金属材料研究所(金研)を定年退職する

時に，金研の親睦団体「共融会」のニュースに「ある定年退

職者の遺言」とのタイトルで，以下の内容の挨拶文を書い

た．「金研は昨今の業績主義の弊害から“研究バカ”の集団

となりつつあると感じる．研究が大事であるとの言い訳をし

て，多くのことを捨ててる人が多い．なんの趣味を持たずに

研究一筋でいくと，研究生活を終える時，間違いなく後悔す

ることになる．今の長寿の時代，定年後の人生が充分以上に

残っている，その時を大いに楽しむためには，研究の時間を

削っても，なにか研究以外のことをやり続けるかあるいは挑

戦することが大切であろう．」

大袈裟に言えば，誰にでも“死”がやってくると同じよう

に，研究者にとっては定年退職という研究に区切りをつける

時がやってくる．そして，その定年退職の後，今の長寿時代

では，20年，人によっては30年以上もの時が残っている．

この“老後”を有意義に使うためには，現役時代からの心構

えが大切となってくる．定年後ほぼ15年を経た老人の今を

お披露目して，現役の人たちが退職後を考える指針となれば

と思い，“趣味に生きる”とのタイトルで書いてみることに

した．

人生において，嫌であるがやらなければならない「雑用」，

利益を考えながらであるが楽しんでする「楽しい仕事」，利

益をまったく考えずに好きなことをする「趣味」がある．現

役時代，定年近くになって増えてきた「雑用」に振り回され

ストレスを感じざるを得なかった．この「雑用」から開放さ

れたのが定年退職の最大の喜びであった．若い頃，「雑用」

を出来るだけ避け，ある程度自分の好きなように進めてきた

研究は，将来のポストや競争的資金の確保等を考えざるを得

なかったが「楽しい仕事」であった．この「楽しい仕事」に

加えて，定年まで登山，スキー，テニスなどの「趣味」を学

生と対等あるいは先頭切ってやってきた．年齢による体力の

衰えによって，今は，小さい孫と登る低い山の登山，シーズ

ン 3，4 回のゲレンデスキー，月に 2，3 回のテニスとなっ

ているが，それでもこの「趣味」は続いている．

若い時代から続く「趣味」はそれなりに大切であるが，新

しい「趣味」に挑戦することも時間が充分ある退職者の特権

である．退職後の悠々自適の生活を夢見て，岩手県の花巻

(土地が安いため)の森の一部を手に入れ，そこに山小屋を建

てて，自然の中での晴耕雨読の生活に挑戦している．夢に見

た悠々自適の生活からは程遠く，畑仕事，花壇の整備，草

刈，木々の伐採と「雑用」的な仕事にふりまわされているが，

新しく挑戦した「趣味」として頑張っている．新しい「趣味」

への挑戦は，新しい喜びをもたらしてくれる．地元のシニア

ー同好会に入り始めたビリヤードは，73才の高齢からのス

タートであったが，零からの出発であるので，技術の向上が

みられるのが嬉しく，花巻に滞在時は，月曜日から金曜日の

午後は，森の仕事から逃げて，楽しんでいる．また，仙台滞

在時は，スポーツ吹矢を76歳から始め，週 2 回の計 4 時

間，技術向上を目指して頑張っている．この聞きなれないス

ポーツは，腹式呼吸が基本であることから，高齢者の健康に

よいとして注目されている．一昨年は，東北大会，県大会に

参加したが，500名ほどの参加者による東北大会では，大き

な体育館の左右の壁にそって置かれた計100個ほどの的をめ

がけていっせいに矢を吹く様には驚かされた(図)．また，

定年の年に購入した日産の車 Xtrail(後ろの座席を取り外す

と 180 cm ほど平になり，体の小さな我々夫婦が充分寝れ

る)で年に 2，3 回，主に道の駅の駐車場で車の中で泊まり

(車中泊)ながら，1 週間から 2 週間かけての気の向くままの

“ぶらぶら旅”も，自由時間が充分とれるようになってから

始まった新しい「趣味」である(図)．九州と沖縄を除いた

全国を走ってくれたおんぼろ車の総走行距離は26万キロを

越え，車中泊は140回ほどになっている．最近は，観光地巡
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りを卒業して，“円空仏を巡る旅”，“縄文土器，縄文遺跡を

巡る旅”，“北海道でパークゴルフ(北海道が発祥の地で，道

内にはどんな小さ町でも芝生の綺麗なゴルフ場があり，多く

が無料で楽しめる)を楽しむ旅”，“ジオパークを巡る旅”，

“四国遍路を巡る旅”，“棚田百選を巡る旅”とある程度の目

的をもって，旅をしている．旅はいろいろな出会いをもたら

してくれる．すばらしい風景との出会い，人との出会い，地

方特有の文化との出会い，とさまざまな出会いが，年寄りの

脳にも新鮮ななにかを感じさせてくれる．この車での旅の秘

訣は，1 日 1 時間ほどのウォーキングを入れること，食事は

地元の名物に舌鼓を，そして各地の温泉を楽しむことである．

以上の体を動かす「趣味」のおかげで健康面の心配をせず

に人生を楽しんでいる．この体を動かす「趣味」に加えて

“研究”という頭を使う「趣味」も続いている．若いとき，

故平林眞先生の下で研究していた時は，ほとんど自分の興味

に従って研究を進めてきた．もちろん，自分の興味の下での

研究は，無理をしても苦痛を感じない．電顕室の周辺を走る

自動車による振動が少なくなる真夜中の観察が求められた百

万ボルト電顕の観察のための週 2 回ほどの徹夜も苦になら

なかった．実験結果の纏めや論文作成に関しては今でも辛い

仕事であるが，電顕観察や観察像の解析は，「雑用」が増え

た定年近くでも，「楽しい仕事」として手放すことはなかっ

た．定年後は，なんの利益を考えずに進められるこの「楽し

い仕事」は，テニスや山登り，スキーと同じ「趣味」となっ

て続いてきた．

定年退職とともに研究活動は終わりとするつもりであった

が，70歳まで，月の半分を文科省のプロジェクトの非常勤

職員として，学内あるいは学外の研究者が持ち込んでくる試

料の電顕観察や観察像の解析のお手伝いをしてきた．その

間，若手研究者と一緒に MgRE(希土類金属)の系統的な仕

事を行い，15編ほどの英文論文をまとめることができた．

この成果をまとめた“まてりあの解説論文(1)”は2011年の

第 1 回のまてりあ論文賞を受けることとなった．70歳を過

ぎて完全にフリーとなった時も，最先端の電顕を自由に使い

高度な観察技術をもつ日本電子株の若者や，それぞれ得意分

野の若手研究者を集めて準結晶の研究グループを立ち上げ，

コミュニケーションやデーターのやり取りが瞬時に行える電

子メールを使い，趣味の研究を進めてきた．最新鋭の収差補

正電顕による準結晶の再研究は，準結晶の構造の研究に大き

なブレークスルーももたらし，11編の英文論文となってい

る．この研究の成果をまとめた“まてりあの解説論文(2)”で

は，2017年のまてりあ論文賞をいただいている．準結晶の

研究が一段落した今も，Mg 合金にもどり，細々であるが研

究を進めており，新しい 2 編の英文論文が印刷になる段階

となっている．このように，退職してから15年間に計35編

ほどの英文論文を発表できたことは，趣味の研究としては上

出来であろう．さらに，年寄りの自慢話を加えさせてもらえ

れば，趣味の研究の成果から，2 回のまてりあ論文賞に加え

て，金属学会の写真賞を 6 回，国際写真展の 2006 Interna-

tional Metallographic contest (ASM)の First Place，2 回の

金属学会の論文賞を受けてきた．もちろん，年寄りに“賞”

は不必要なものであるが，共同研究者の若者にとっては大切

な業績になると思い，頂いてきた．

金属学会から送られてきた原稿依頼書の趣旨の中にあっ

た，「著者自身の趣味について書いてよい」との箇所に力を

得て，「趣味に生きる」との科学誌に相応しくない内容とな

ってしまった．しかし，「趣味」にどっぷり漬かっている今

の生活から書けることは，これくらいであろうと思っている．

現役の皆様，退職後は，趣味に生きるか，ボランティアで

社会に貢献するか，家でごろごろして家族に嫌われるかの人

生が待っております．どの道に行くかは，現役時代の心構え

にかかっていることを肝に銘じておいて下さい．また，すで

に退職している読者には，“今が一番若い”との思いで何事

にも挑戦することを勧めたい．

最近，NHK の番組「ためしてガッテン」から，「人との

つながりを作る」ことが健康寿命を延ばす最高の方法である

(統計学的に立証されている)ことを知った．この説に自説を

付け加えると，「同世代とのつながり」よりも「自分より若

い人たちとのつながり」がより効果的と考える．すなわち，

「世代を超えてのつながりをもてる趣味」は健康寿命を延ば

す一番の方法と云える．研究における「人とのつながり」は

一般的には定年退職とともに途切れるが，趣味によるつなが

りは，趣味が続く限り，一生ものであるのが嬉しい．

ここで述べた趣味は，テニス，吹矢，研究を除くが，常に

“同行二人”です．これが，趣味を続けられる秘訣かもしれ

ません．
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